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海外旅行を試みているのは　 地方在住のため、

仕事 が独善的になり　 小さく まと まる懸念があ る。

できるだけ横着な仕事をし たいと　 思うよう になっ たから であろう。

一 香 月 泰 男

＜私の＞ 素描展 Ⅳ（旅の水彩素描･ 外国編）
1956 年( 昭 和31 年) 年 秋 に初 めて 渡 欧し た 香 月 泰男 は、 そ の 時 すで に45 歳、 絵 描 き とし て は随

分 出 足の 遅い 渡 欧で あ る。　日 本 敗戦 まで の 時 代 相を 見 れば 無理 も な いこ と だ が、そ れにし て も シベ

リヤから帰って十年になろうかというのにどこにも出かける気もない、根っからの家庭人であった

絵のモチーフは身辺に無数にあるという信条も、家庭人の根を育むこの上ない肥料となる。

梅原 龍 三郎 と 共 に香 月 の才 能 を逸 早く 見出 した 福 島 繁太 郎 の強 い 勧め で み 輿を 上げ た 香 月で ある

仮にこの誘いがなかったら、他日気が変わって海外に出る日があったとしても旅の作品の数は知れ

た も ので あろ う。
最 初 の渡 欧以 後、 晩 年は 年 中 行 事 のよ う に海 外 に 向 かう 変 貌 ぶり に

は 驚 かさ れ る が、 家 庭 人で な く なっ た わ け では な い。 次 の よ うな 文が

残 って い る。『ギ リ シ ャの 旅 が終 わっ て 今 はっ とし て いる と ころ。 今更

な が ら三 隅 の わ が家 の 良さ を 味 わっ て い る と ころ。 何を 好 き こ の んで

一 ヶ 月 も旅 に 出 たか を 考え な お して いる と ころ で あ る。 そ れ で も まだ 、

私 の ス ケジ ュ ー ルに は 今 秋 十一 月 ス ペイ ン、 モ ロ ッ コ へ の旅 があ る し 、

来 春は マ ダガ スカ ル島 へ 行く 計 画が （ 後略 ）』

こ の変 貌 によ っ て わ れわ れ は 今 香 月の 視 野の 中 で 海 外各 地 に 触 れて

い る。 東洋 水墨 画に 素 描 の真 髄 を 見つ け た 人 がい か に 水彩 を 生 かし て

異国 の 風土 や 人 を捉 え た か。 い か に簡 潔 明 快に 描 い た か。 そ れ を 知る

楽し さ は 素描 を 見 た者 の みの 特 権で あろ う か。
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